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様式9 
〔学校部門 幼稚園・保育所・認定こども園等〕                                ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 施設名 

2023-7111-004 川遊び 釧路白樺幼稚園 

所在地 北海道釧路市白樺台3丁目5番地 対象河川名 サンタクンベ川 
対象園児 年長（7人）、年中（8人）、年少（12人） 活動時間 週9時間 

河川教育の目標 
〇川を通して水や川の性質を知る 

〇川の中にいる生き物を知り扱い方を自ら調べお世話をしながら、命の大切さを実感する 

〇川に流れる水を体感しながら防災への関心につなげていく 

子どもに育成し

たい能力 

〇健康で丈夫な身体 
〇自分が生きている環境を知って大切にしようとする 
〇自分の意見を持つ力、相手の意見も受け入れお互いを認め合う力 
〇自分自身との対話も大事にして何事にもチャレンジしたり失敗を繰り返し学んでいく力 

評価の観点 

身近な自然の中に身体を置き、五感を通じて自然を感じている。 
四季折々の川やその周りの環境の変化に喜び友達と意見を交換しながら思いを共有している。 
その自然が自分たちの生活にどのような影響をもたらしているか、自分たちは自然に対してどの

ような事が出来るの考えている。 
学習活動の内容と成果 

【内容】4 月～3 月（長期休みを除く）毎週 3 日間川の近くへ遊びに行っていた。子ども自ら感じる事を大切にして

いる為、子どもが川を使い自由に遊ぶ事を中心に行った。 
【成果】最初は川に橋を作ったり、小さな川を飛び越えたりする遊びが多かったが、次第に川の中に入ったり遊びも

ダイナミックになってきた。そうする中で川の中の生き物や、川底の地質（粘土）などにも興味を持ち、遊びの幅が

広がった。自分たちの遊ぶ川にゴミがたくさんあることに気が付き、自然とゴミを拾うようになり、ちょうどその時

に園内にあったSDGsのチラシからゴミ問題に関心を持つことができた。それ以降、園外に出る時には必ずゴミ袋を

片手に持って出ている。山や川に住む動物への興味も出てきて、子ども達それぞれ図鑑で調べ、動物や川魚への愛着

が沸き、川へ遊びに行く度にその興味は広がっている。最初はカエルを捕まえる事だけに興味があり、カエルを捕ま

えて園内で死なせてしまう事が多かった。次第に愛情が沸いてきて、世話の方法を図鑑で調べて自分でお世話をする

ようになった。川で遊ぶには、大きな木の枝などが必要になり、自然と友達同士力を合わせることが必要となってく

る。友達同士声を掛け合い、力を合わせて遊ぶことが増えた。それと同時に喧嘩も多いが、普段からたくさんお互い

に声を掛け合い、意見を共有しあってきた仲なので、子ども同士の話し合いもスムーズになった。 
天気や川、山は、普段生活している圏内（家庭など）と違い、自分の思いどうりにはならない。（普段はできない事は

親や大人にやってもらっていると思う）自然の事象に対し、自分をどう対応させていくかを自ら考える力がついた。 
また、雨の日やその次の日に川に訪れると川の水量が増え勢いが増している。子どもたちとその様子を観察したり、

一人ずつ大人と入って体験することで危機感を持つことができた。 

河川教育を通じ

て見られた子ど

もの変容 

・最初は「川」は「遊ぶところ」という認識しかなかったが、次第に「それぞれにも命がある」

ということに気が付き、お互い気持ちよく生きて生活していくためにはということまで考えられ

るようになった。 
・遊びの中で困ったりしたときは、意見を共有しあう時間を作ることで、次第に友達と意見交換

することができるようになった。自分の意見ももつようになった。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 
支援の概要  

成果発表 

成果作品 発表方法 

写真、ドキュメンテーション作成 

 

保育室、ＳＮＳなど 

 

今後の課題・展開 

 

・川で感じた事を他の活動へも繋がることが出来るよう展開していきたい 

キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい。 



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7111-004 川遊び 釧路白樺幼稚園

 
 
 

注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。）

写   真

写   真 写   真

学習活動名：川遊び

日 付 ：6月7月ごろ 
見られた子どもの姿：だんだんと深く幅の広いところへの興味

が出てきた。深さを枝で調べて、思い切って腰まで水に浸かっ

てみる。本当にライフジャケットは浮くのか確かめる。

川が深くなるにつれ、体への圧迫や水の流れで体が押される間

隔を感じていた。

写   真

学習活動名：川遊び

日 付 ：5月ごろ 
見られた子どもの姿：比較的細い川で、近くに落ちて

いる木や枝などを使い遊ぶ姿が多い



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7111-004 川遊び 釧路白樺幼稚園

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。）

学習活動名：川遊び

日 付 ：7月8月 
見られた子どもの姿：川底の粘土（泥など）に気が付く。

埋まると抜けにくい、硬い粘土は形を作り次の日には乾いてさ

らに固くなる。その場で製作して園に持ち帰ることもあった。

粘土を水と混ぜて柔らかくし、顔に塗って遊ぶ。

また、あちこちの土の中から石炭を見つけ、地域の方に教えて

頂きこの周辺独特の地層という事を知ることが出来た。

学習活動名：川遊び

日 付 ：6月～9月 
見られた子どもの姿：川の生き物、周りの草木に興味を持つ。

生き物を捕まえて園に持ち帰る。最初は持って帰るだけで園ではお世

話をせず、生き物を死なせてしまうことが続いたが、次第に愛着がわ

いてきて「お世話をしなければ生き物は死んでしまう」ということに

気が付き、生き物について自ら調べてお世話をしていた。草木も図鑑

で調べて毒のあるもの、触ると痛い物など知ることができた。



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7111-004 川遊び 釧路白樺幼稚園

 
 
 
 
 
 

 
 
 

注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。）

写   真

写   真

学習活動名：川遊び

日 付 ：7月～9月 
見られた子どもの姿：いつも遊んでいる川にガラスや陶器などのゴ

ミが落ちていることに気が付き「あぶない」「いつも遊んでいると

ころは綺麗になってほしい」という子どもたちの声からゴミ拾いが

始まった。ここに住む動物（エゾシカ）にも危険！という思いもあ

るようだ。遊びながら自分で袋を持ちゴミ拾いをし、園に持ち帰る。 

学習活動名：川遊び

日 付 ：12月～3月 
見られた子どもの姿：気温が低くなり、川の水が凍ることに気が

付く。しっかりと凍ったあとは、スケートリンクのように滑った

りして遊んでいる。

氷を割る方法として、木の枝よりも石の方が良いなどの発見もし

ていた。
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様式１７ 

〔学校部門〕 ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7111-004 川遊び 釧路白樺幼稚園

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所 サンタクンベ川

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
※活動場所が「子どもの水辺」、「水辺の楽校」に指定されている場合には、指定場所と名称を記載してくださ

い。




